





























































































































































創設之事」・「永平寺入祖堂名簿序」・「道元禅師国師号勅許之序」・「道元禅師江国師号勅許件」・「永平寺總持寺争論の次第書上」・「告達（宗祖禅師・国師追号ニ付）」・「吉利支丹宗門改ニ付」・「口上（勧修寺修後金として毎年百両宛十ヶ年 納の事）」・「書 （箱館奉行所願之通新寺建立ニ付）」・「乍恐御内々奉願 条口上之覚（永平寺・三ヶ寺と分離独立ニ付反論書）」・「乍恐奉歎 候（案）」・「俊堯以下四出世之儀ニ付」・「改暦吉兆祝儀之事」等を撮影した。　
今回『転衣寺院名簿書上』は、その一部 撮影することができなかった。今後継続して を予定している。そ
れは、永平寺瑞世の実態について、明らか する め ある。　
さらに、関連史料の一部を撮影したが、これらは全体の極一部である。今後、継続して撮影を行うものとする。
　
今回は、予備調査の性格が強かったが、撮影作業も行うことができ大変有意義であった。
　　
おわりに
　
以上のように、總持寺祖院を中心に、石川県下の関連史料の調査を行った。
　
今後も『伝光録』の基礎データ収集に尽力すると共に 祖院資料の調査・撮影を継続して行く予定である。
